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【科目】[ 地球資源科学 I]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

小島 昭

【授業目標・教育方針】
地球上に存在する資源は有限であり、特に炭素資源を中心とした非金属元素を主題に資源の特徴、用途などについて
講義する。

【授業概要】
我々の衣食住に関連するものの多くは有機物である。我々の目に触れる形態はきわめて多種多様であるが、そのいず
れも炭素原子を中心とした化合物であり、炭素が形態を変えて存在している。また、環境系の炭素循環によってこの
様な多様な形態が出現することを理解する。地球資源としての有機化合物を考えた場合、長い周期を伴う炭素循環か
ら生産された物質をいかに無駄なく使うかという問題と、いかにこの炭素循環系の周期を短縮するかという点を把握
する。
１．石炭　　２．石油　　３．木材　　４．天然ガス
その他に、窒素、イオウ、カルシウム、ナトリウム、塩素、ケイ素等の地球規模での資源の利用と循環を理解する。

【教科書・教材・参考書 等】
大谷杉郎「新工業化学概論」裳華房
日本化学会編「科学便覧　応用化学編」丸善

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【成績評価方法】
［前期］中間試験：45%，期末試験：45%，レポート：10%，その他：定期試験、レポートを総合的に評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：[ 地球資源科学 I]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 地球の資源 概論
第 2 回 炭素資源 石炭
第 3 回 炭素資源 石油
第 4 回 炭素資源 木材資源、木炭
第 5 回 炭素資源 天然ガス
第 6 回 炭素資源 炭素材料
第 7 回 イオウ資源 天然イオウ、脱硫イオウ、イオウ化合物
第 8 回 カルシウム資源 セメント、地下資源
第 9 回 カルシウム資源 石灰、セッコウ
第 10 回 ナトリウム資源 塩の性質、ソーダ
第 11 回 ナトリウム資源 ガラス
第 12 回 塩素資源 塩の電気分解、農薬
第 13 回 窒素資源 空気の分離、窒素の利用
第 14 回 窒素資源 窒素酸化物、アンモニア
第 15 回 ケイ素資源 セラミクス、ガラス
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